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７
万
５
千
人
組
合
員
の
カ
ン
パ
で

「
団
結
の
砦
」
と
し
て
建
設
さ
れ
た
、

北
海
道
自
治
労
会
館
は
、
今
月
30
周
年

を
迎
え
る
。
１
９
８
０
年
11
月
に
落
成
。

今
や
利
用
者
も
増
え
、
道
外
大
学
入
試

や
、
各
種
検
定
会
場
な
ど
、
社
会
に
貢

献
す
る
会
館
に
な
っ
た
。
こ
の「
朔
風
」

は
、
会
館
北
側
に
あ
る
ブ
ロ
ン
ズ
像「
朔

風
（
彫
刻
家
・
本
田
明
二
さ
ん
作
）」
の

名
だ
。「
き
び
し
い
北
風
に
さ
か
ら
い
、

た
く
ま
し
く
前
進
を
続
け
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
、
く
じ
け
る
こ
と
を
知
ら
ぬ
強
固

な
勇
気
、
未
来
を
見
つ
め
る
自
治
労
」

を
表
現
し
た
と
い
う
。

朔　風

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。

４日　道本部第４回執行委員会（札幌市）
６日　女性部第１回拡大幹事会・地本代表者会議（札幌市）
        青年部政治集会（札幌市）
８日　 2010年度自治労共済道支部第１回単組・加入代

表者会議および第２回事務担当者会議（札幌市）
13日　道本部障労連総会（札幌市）
16日　道本部第５回執行委員会（札幌市）
18日　2010賃金確定闘争統一行動日（１Ｈストライキ）
27日　公共民間労組協議会第１回幹事会（札幌市）
30日　道本部第６回執行委員会（札幌市）

組合員専用ページは

ユーザー名：hokkaido パスワード：jichi2009

道本部ホームページ

2010年11月

JICHIRO スケジュール

自治労北海道
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今
年
45
回
目
の

10
・
21
国
際
反
戦
デ

ー
北
海
道
集
会
～
武

力
で
平
和
は
つ
く
れ

な
い
！
が
、
10
月
21

日
、
大
通
り
６
丁
目

広
場
で
開
か
れ
た
。

　

道
平
和
運
動
フ
ォ

ー
ラ
ム
山
田
代
表
が

「
世
界
中
の
紛
争
が

武
力
を
使
わ
ず
解
決

し
、
ま
た
、
核
兵
器
を
な
く

す
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
や

っ
て
い
こ
う
」
と
訴
え
た
。

　

そ
の
後
、「
あ
ら
ゆ
る
戦
争

を
や
め
さ
せ
る
た
め
、
憲
法

９
条
を
は
じ
め
と
す
る
平
和

憲
法
の
理
念
を
世
界
に
広
く

発
信
し
、
護
憲
・
反
戦
・
平

和
・
反
核
の
運
動
を
大
き
く

前
進
さ
せ
よ
う
」
と
、
集
会

決
議
が
承
認
さ
れ
た
。

　

集
会
終
了
後
、
約
２
㎞
の

コ
ー
ス
を
参
加
者
２
０
０
人

が
戦
争
反
対
を
訴
え
デ
モ
行

進
を
行
っ
た
。（
写
真
）

　

自
治
労
共
済
本
部
は
、
10

月
21
日
、
22
日
の
両
日
、
ポ

ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
と
自
治
労

会
館
で
２
０
１
０
年
度
全
国

上
・
経
験
交
流
を
目
的
に
開

か
れ
５
回
目
と
な
り
、
広
く

全
国
の
単
組
の
取
り
組
み
を

肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

学
習
の
場
と
し
て
浸
透
し
て

い
る
。

　

冒
頭
、
君
島
自
治
労
共
済

本
部
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
全
労
済
と
の
統
合
問
題

に
関
す
る
報
告
と
加
入
拡
大

に
向
け
た
２
本
の
基
調
報
告

が
行
わ
れ
た
。

　

地
元
北
海
道
斜
里
町
労
連

の
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
４

県
支
部
の
単
組
が
取
り
組
み

報
告
を
行
っ
た
。
ま
た
、
今

回
新
た
に
、
グ
ル
ー
プ
方
式

の
全
体
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
実
施
し
、
自
治
労
共
済
の

加
入
推
進
活
動
が
、
自
治
労

運
動
と
の
「
車
の
両
輪
」
と

し
て
、
組
織
強
化
の
面
か
ら

も
必
須
の
推
進
課
題
と
再
認

識
し
た
。

　

全
体
交
流
会
は
、
地
元
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「
Ｙ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
」
２

０
１
０
大
賞
受
賞
の
「
夢
想

漣
（
ゆ
め
そ
う
ら
ん
）
え
さ

し
」
の
演
舞
で
会
場
内
は
熱

狂
に
包
ま
れ
た
。

　

２
日
目
は
６
つ
の
分
科
会

で
、
退
職
後
の
生
活
と
対
策

を
学
ぶ
「
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
」
や
具
体
的
な
「
加
入

推
進
オ
ル
グ
」
方
法
を
学
ぶ

分
科
会
、
保
障
相
談
の
た
め

の
聞
く
・
話
す
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
の
た
め
の
「
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
ス
キ
ル
」
な
ど
実
践

的
な
学
習
を
行
っ
た
。

　

次
回
開
催
地
は
福
岡
県
久

留
米
市
で
来
年
10
月
20
日
～

21
日
の
予
定
。

　

組
合
員
の
生
活
を
守
る
こ

と
を
主
眼
に
お
い
た
生
活
保

障
相
談
活
動
の
定
着
が
、
自

治
労
共
済
の
推
進
力
を
高
め

て
い
く
こ
と
か
ら
、
道
支
部

と
し
て
も
、
知
識
の
習
得
・

技
能
の
向
上
に
資
す
る
研
修

を
全
労
済
北
海
道
本
部
と
と

も
に
実
施
し
て
い
く
。

集

会

を

開

き
、
昨
年
よ

り
約
１
０
０

人
を
上
回
る

４

６

４

人

（
道
内
か
ら

45
人
）
が
参

加
し
大
盛
況

と
な
っ
た
。

　

こ
の
集
会

は
、
単
組
の

推
進
担
当
者

の

技

能

向

自治労共済
全国集会

国際反戦デー 2010
秋期闘争

組
合
員
の
生
活
守
る

武
力
で
平
和


つ
く
れ
な
い
！

衆院５区補選・中
な か

前
ま え

茂
し げ

之
ゆ き

さん 「
政
治
立
て
直
し
た
い
一
念
だ
っ
た
」

　

菅
内
閣
発
足
後
、
初
の
国

政
選
挙
と
な
っ
た
衆
議
院
北

海
道
５
区
の
補
欠
選
挙
は
、

10
月
24
日
投
開
票
さ
れ
、
自

治
労
道
本
部
が
推
せ
ん
す
る

民
主
党
新
人
の
中
前
茂
之
さ

ん
が
、
自
民
党
前
職
に
敗
れ

た
。

　

今
回
の
選
挙
は
、
古
い
政

治
か
ら
の
脱
却
と
世
代
交
代

の
必
要
性
、
次
世
代
に
責
任

を
持
つ
政
治
を
掲
げ
た
た
か

っ
た
が
、
厳
し
い
結
果
と
な

っ
た
。

　

中
前
さ
ん
は
、「
北
海
道
の

政
治
を
立
て
直
し
た
い
一
念

で
や
っ
て
き
た
が
、
私
の
力

が
足
り
な
か
っ
た
」
と
、
関

係
者
に
お
わ
び
と
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
た
。

　

自
治
労
道
本
部
は
、
今
回

の
結
果
を
し
っ
か
り
受
け
と

め
、
来
春
の
統
一
自
治
体
選

挙
に
む
け
、
組
合
員
と
と
も

に
、
全
力
で
道
政
奪
還
に
む

け
て
た
た
か
い
を
す
す
め
て

い
く
。

11月18日統一行動日

　

道
本
部
は
10
月
26
日
、
道

市
町
村
課
、
北
海
道
町
村

会
、
北
海
道
市
長
会
に
対
し

て
「
２
０
１
０
年
度
自
治
体

労
働
者
の
賃
金
・
労
働
条
件

等
の
改
善
に
関
す
る
重
点
要

求
書
」
を
提
出
し
た
。

　

道
本
部
か
ら
、「
今
年
の
人

勧
は
、
２
年
連
続
の
月
例
給

の
引
き
下
げ
や
一
時
金
の
大

幅
削
減
な
ど
極
め
て
不
満
な

勧
告
」
と
指
摘
し
、「
道
内
で

は
、
い
ま
だ
５
割
の
自
治
体

で
独
自
削
減
を
継
続
し
、
自

治
体
職
員
か
ら
は
悲
鳴
と
も

言
え
る
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
」
と
述
べ
た
上
で
、
現
行

賃
金
水
準
を
維
持
し
生
活
の

改
善
が
必
要
と
主
張
し
た
。

ま
た
、
病
院
特
例
債
や
退
職

手
当
債
に
関
わ
り
自
宅
住
居

手
当
や
給
料
表
の
号
俸
増
設

な
ど
が
厳
し
く
助
言
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
対
し
、
各
々
の

自
治
体
の
事
情
を
踏
ま
え
た

配
慮
が
必
要
で
あ
り
、
画
一

的
な
助
言
は
慎
む
よ
う
強
く

申
し
入
れ
た
。
こ
れ
に
対
し

道
市
町
村
課
は
「
要
求
内
容

に
つ
い
て
十
分
検
討
し
回
答

す
る
」
と
述
べ
た
こ
と
か
ら
、

道
本
部
は
回
答
交
渉
の
実
施

を
申
し
入
れ
た
。
道
市
町
村

課
と
の
回
答
交
渉
は
11
月
12

日
を
予
定
し
て
い
る
。

異
な
る
こ
と
か
ら
導
入
し
な

い
よ
う
強
く
求
め
る
。
マ
イ

ナ
ス
改
定
に
と
も
な
う
年
間

給
与
の
調
整
は
、
独
自
削
減

な
ど
を
考
慮
さ
せ
、
実
施
さ

せ
な
い
。
現
業
・
公
企
課
題

は
、
職
場
の
労
働
条
件
底
上

げ
。
こ
れ
ら
を
基
本
に
交
渉

を
強
め
る
。
闘
争
体
制
を
確

立
し
２
０
１
０
秋
期
闘
争
を

全
力
で
た
た
か
お
う
。

闘
争
体
制
確
立
し
よ
う

要求→ →交渉 妥結

2010 秋期闘争スケジュール
10月25日 要求書提出、組合旗掲揚（闘争集結まで）

11月１日 回答日

11月２日 重点交渉期間開始

　　15日 腕章・リストバンド着用

　　17日 超勤拒否

出張・諸会議拒否
道市町村課に要求書提出
（左が藤盛副委員長）

11月18日 道本部統一行動日

　

２
０
１
０
賃
金
確
定
闘
争
は
、
現
業
・
公
企
統
一
闘
争
と

結
合
し
11
月
18
日
を
山
場
に
た
た
か
い
を
す
す
め
て
い
る
。

す
で
に
単
組
で
の
統
一
要
求
書
提
出
（
10
月
25
日
）
は
終
了

し
た
。
11
月
１
日
に
回
答
を
受
け
、
２
日
か
ら
の
重
点
交
渉

期
間
に
お
い
て
、
各
単
組
で
交
渉
が
展
開
さ
れ
る
。

対
自
治
体
闘
争

し
っ
か
り
と

　

今
後
は
、
11
月
18
日
の
道

本
部
統
一
行
動
日
を
ヤ
マ
場

に
、
対
自
治
体
闘
争
を
展
開

す
る
。
月
例
給
、一
時
金
は
、

勧
告
を
最
低
限
。
50
歳
台
後

半
層
職
員
の
給
与
１
・
５
％

定
率
削
減
は
、
職
務
給
の
原

則
や
国
公
と
地
公
の
実
態
が

2010 賃金確定闘争の妥結基準

464人の参加者に語りかけ、初の全体ディスカッショ
ンの司会をするレーベン企画・南雲聡樹さん

選挙事務所内で感謝の言葉を述べる中前さん
＝10月24日

　月例給、一時金関係

　①基本賃金・一時金は、人事院勧告を最低限　②50

歳台後半層職員の給与等1.5％減額反対　③年間給

与の制度調整反対　④自宅住居手当の現行支給額の

維持

　60時間超の時間外勤務手当に法定休日の勤務を算入

　独自削減に反対し、早期停止・期間限定を明確化

　単組の独自課題の解決など

　現業賃金の現行水準維持と格差解消

　現業・公企職場の一方的な合理化阻止

　事前協議制の確立と協約・協定締結

　欠員・退職者の早期補充など

2010現業・公企統一闘争の妥結基準

※詳しい妥結基準は、道本部ＨＰ単組・組合員専用の【資料】（11月12日
付）第51回定期大会当面の闘争方針を参照
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仕
事
帰
り
は
近

く
の
Ｊ
Ｒ
高
架
下

を
通
る
。
立
ち
飲

み
屋
、
居
酒
屋
、

ス
ー
プ
カ
レ
ー

屋
、
ゲ
ー
セ
ン
に

コ
ン
ビ
ニ
が
立
ち

並
ぶ
。
窓
か
ら
見

え
る
風
景
は
、
ほ
ろ
酔
い
で

身
振
り
手
振
り
に
語
り
合
う

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
。「
ど
～
も

～
」
と
店
か
ら
出
て
く
る
人

か
ら
は
、
す
れ
違
い
ざ
ま
に

ア
ル
コ
ー
ル
臭
が
漂
っ
て
く

る
。「
も
う
、
で
き
あ
が
っ
て

る
？
」
と
横
目
に
見
な
が
ら
、

次
は
ゲ
ー
セ
ン
（
ア
ミ
ュ
ー

ズ
メ
ン
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と

言
う
ら
し
い
）
。
そ
の
前
を

歩
く
と
学
生
と
思
わ
れ
る
若

者
（
ほ
ぼ
男
性
）
が
真
剣
に

ゲ
ー
ム
の
画
面
に
む
か
っ
て

い
る
。
別
世
界
だ
。「
大
丈

夫
？
」
と
心
の
声
が
叫
ぶ
。

前
出
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
よ

う
に
人
と
語
り
合
う
日
が
来

る
の
か
？
と
老
婆
心
。
途
中

の
食
品
売
り
場
は
閉
店
間
際

に
な
る
と
野
菜
や
魚
が
半

額
。
精
算
時
「
昼
間
は
こ
の

倍
の
お
金
払
っ
て
買
い
物
す

る
人
が
い
る
ん
だ
ぁ
…
」
と

思
い
つ
つ
家
路
に
つ
く
日
々

だ
。
◇
「
忙
中
余
話
」
を
楽

し
み
に
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
み
な
さ
ん
。
引
き
続
き
役

職
員
の
忙
し
い
合
間
？
の
、

こ
ぼ
れ
話
を
お
届
け
し
て
い

き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。�

（
谷
川　

広
美
）

忙中余話

自治労道本部のホームページ　www.jichiro-hokkaido.gr.jp
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全
や
食
料
自
給
率
の
向
上
な
ど
、
重
要
案

件
が
目
白
押
し
で
す
が
、
農
林
水
産
業
は

生
活
に
身
近
な
産
業
で
す
。
皆
さ
ま
の
視

点
に
立
っ
た
法
案
審
議
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
国
連
世
界
食
糧
計
画
（
Ｗ
Ｆ

　

10
月
に
委
員
会
の
構
成
が
変
わ
り
、
農

林
水
産
委
員
会
の
与
党
筆
頭
理
事
に
就
任

し
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
委
員
会
は
六
次
産
業
化
法
案

や
戸
別
所
得
補
償
制
度
、
さ
ら
に
食
の
安

Ｐ
）
国
会
議
員
連
盟
の
会
長
を
、
農
林
水

産
副
大
臣
に
就
任
さ
れ
た
筒
井
信
隆
前
会

長
か
ら
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

世
界
の
食
糧
難
を
解
決
す
る
た
め
に
、
議

連
と
し
て
支
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
第
１
７
６
臨
時
国

会
が
開
か
れ
て
お
り
ま
す
が
、

民
主
党
は
「
国
民
の
生
活
が
第
一
」
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
、
国
民
の
立
場
に
立
っ
た

政
策
を
実
現
さ
せ
る
べ
く
、
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

�

（
10
月
21
日　

東
京
に
て
）

国
民
の
立
場
の
政
策
実
現
め
ざ
す

ヒロちゃん
の　

国会だより
仲野博子



　

コ
ン
サ
ド
ー
レ
チ
ケ
ッ
ト
２
枚

を
１
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

各
試
合
共
通
（
見
た
い
試
合
を
自

分
で
選
べ
ま
す
）
Ｓ
Ａ
ゾ
ー
ン
自

由
席
。

　

締
め
切
り
は
11
月
11
日

午
後

４
時
、
電
話
で
受
付
（
０
１
１
―

７
４
７
―
３
２
１
１
＝
単
組
名
、

名
前
、
連
絡
先
を
申
告
）
落
選
し

た
人
に
は
連
絡
し
な
い
。

コ
ン
サ
ド
ー
レ

チ

ケ

ッ

ト

プ
レ
ゼ
ン
ト

家
族
交
流
で
組
織
強
化
・
拡
大

【
上
川
地
本
発
】９
月
22
日
、

名
寄
市
内
で
、『
第
１
回
名
寄

市
社
会
福
祉
事
業
団
職
員
労

働
組
合
家
族
交
流
会
』
を
開

き
ま
し
た
。

　

当
労
組
は
『
健
康
で
働
き

続
け
る
た
め
の
職
場
改
善
』

を
目
標
に
結
成
し
、
２
年
半

が
経
過
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
一
定
の
成
果
が
得

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な

る
団
結
に
む
け
家
族
交
流
会

を
企
画
し
ま
し
た
。
初
め
て

の
企
画
に
も
関
わ
ら
ず
、
組

合
員
と
そ
の
子
ど
も
達
、
ま

た
組
合
未
加
入
な
が
ら
も
同

じ
職
場
で
働
く
仲
間
や
来
賓

な
ど
、
総
勢
84
人
が
参
加
し

て
盛
会
の
内
に
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

余
興
で
は
、
杉
澤
副
執
行

委
員
長
扮
す
る
リ
ラ
ッ
ク
マ

が
司
会
進
行
を
務
め
、『
子
ど

も
む
け
ゲ
ー
ム
』
や
テ
ー
ブ

ル
対
抗
『
穴
埋
め
連
想
ゲ
ー

ム
』
な
ど
で
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
ま
た
、『
大
抽

選
会
』
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

ゲ
ス
ト
に
よ
る
抽
選
が
好
評

で
、
抽
選
番
号
発
表
の
た
び

に
歓
声
が
上
が
り
、
特
賞
抽

選
は
太
田
執
行
委
員
長
の
愛

息
、
陽
翔
く
ん
が
登
壇
し
て

場
を
和
ま
せ
ま
し
た
。

　

今
後
も
継
続
し
て
組
合
員

の
交
流
を
図
り
、
組
織
強
化

と
拡
大
に
向
け
て
頑
張
り
ま

す
。（
名
寄
社
事
労
書
記
次
長

・
高
橋　

直
樹
）

　

自
治
退
道
本
部
第
27
回
定

期
総
会
が
、
10
月
21
日
自
治

労
会
館
で
開
か
れ
、
全
道
か

ら
73
人
が
参
加
し
た
。

　

樋
口
会
長
は
「
皆
さ
ん
と

現
職
組
織
の
協
力
で
『
単
会

と
会
員
・
安
心
総
合
共
済
』

が
拡
大
し
て
い
る
。
取
り
組

み
に
感
謝
。
民
主
党
政
権
の

誕
生
で
年
金
・
医
療
・
介

護
・
税
制
な
ど
共
有
で
き
る

課
題
も
多
い
。
審
議
会
や
改

革
会
議
に
高
齢
者
の
代
表
も

参
加
し
発
言
し
て
い
る
。
し

か
し
、
共
有
で
き
な
い
面
も

あ
る
た
め
、
従
前
の
要
請
や

請
願
・
署
名
な
ど
推
進
す
る

必
要
が
あ
る
。
来
春
は
統
一

自
治
体
選
挙
。
現
職
と
と
も

に
た
た
か
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

来
賓
で
道
本
部
・
杉
谷
副
委

員
長
と
道
高
退
連
・
清
水
会

長
代
行
か
ら
激
励
が
あ
っ
た
。

　

新
規
加
盟
し
た
上
士
幌
町

退
職
者
会
・
林
事
務
局
長
が

「
と
も
に
歩
み
頑
張
り
た

い
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

　

討
議
内
容
は
、
会
員
と
単

会
拡
大
は
未
結
成
都
市
職
を

重
点
に
、
現
職
の
協
力
を
得

て
推
進
す
る
。『
安
心
総
合
共

済
』
を
組
織
共
済
と
し
て
、

会
員
の
10
％
加
入
と
未
加
入

単
会
を
解
消
す
る
。
反
戦
平

和
闘
争
の
強
化
。
在
職
中
の

技
術
技
能
経
験
を
生
か
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

な
ど
確
認
し
た
。
ま
た
、
現

職
組
織
を
は
じ
め
、
自
治
退

中
央
、
道
高
退
連
と
連
携
協

調
し
「
生
活
者
・
高
齢
者
が

安
心
で
き
る
社
会
」
を
め
ざ

す
総
会
宣
言
を
採
択
し
た
。

　

新
役
員
は
、
会
長
＝
樋
口

透
（
全
道
庁
退
）
副
会
長

＝
米
田
順
吉
（
札
幌
市
労

退
）
、
大
林
豊
（
赤
平
地
区

退
）
、
加
藤
恵
美
子
（
北
見

市
職
退
）
、
押
切
時
男
（
全

道
庁
退
）
大
友
健
六
（
函
館

市
職
退
）
安
田
實
（
旭
川
市

職
退
）
、
事
務
局
長
＝
藤
田
惣

一
（
全
道
庁
退
）、
事
務
局

次
長
＝
鈴
木
捷
彰
（
全
道
庁

退
）、
会
計
監
査
＝
長
谷
川

正
康
（
木
古
内
町
職
退
）、

吉
田
路
夫
（
滝
川
市
職
退
）。

　

６
月
30
日
に
結
成
し
た
上

士
幌
町
職
退
職
者
会
が
、
自

治
退
道
本
部
第
27
回
定
期
総

会
で
承
認
さ
れ
た
。
上
士
幌

の
仲
間
は
、
こ
れ
ま
で
十
勝

地
方
本
部
退
職
者
会
に
６
人

が
個
人
加
盟
し
て
い
た
が
、

よ
り
身
近
な
町
内
で
の
仲
間

の
拡
大
と
交
流
、
地
域
活
動
、

単
組
と
の
連
携
強
化
を
め
ざ

し
、
５
月
か
ら
準
備
会
を
重

ね
て
き
た
。
結
成
総
会
で
は

会
員
22
人
の
加
入
が
報
告
さ

れ
、
上
士
幌
町
職
杉
原
委
員

長
が
来
賓
と
し
て
あ
い
さ
つ

し
、
単
組
の
現
状
と
「
現
退

一
致
」
で
の
連
携
強
化
を
訴

え
た
。
７
月
の
参
議
選
、
９

月
に
は
単
組
役
員
・
退
職
予

定
者
も
参
加
し
た
野
外
交
流

会
な
ど
親
睦
と
交
流
を
深
め

て
い
る
。
ま
た
、
同
時
に
退

職
者
会
十
勝
地
方
本
部
協
議

会
に
も
加
入
し
た
。

　

三
役
は
、
会
長
＝
堂
畑
義

雄
、
副
会
長
＝
大
森
勝
行
、

白
石
馨
、
事
務
局
長
＝
林
亮

一
。

　

10
月
15
日
、
自
治
労
会
館

で
、
自
治
労
道
本
部
Ｏ
Ｂ
Ｌ

会
（
会
員
１
６
６
人
＝
道
本

部
専
従
役
員
・
書
記
の
Ｏ
Ｂ

Ｌ
）
は
、
２
０
１
０
年
度
秋

期
学
習
交
流
会
を
開
き
、
会

員
34
人
が
参
加
し
た
。

　

高
橋
庸
Ｏ
Ｂ
Ｌ
会
世
話
人

代
表
（
元
道
本
部
副
委
員

長
）
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

学
習
会
で
第
一
講
、「
政
権
交

代
～
こ
の
一
年
と
こ
れ
か

ら
」
と
題
し
、
峰
崎
直
樹
前

参
議
院
議
員
（
現
・
内
閣
官

房
参
与
）
が
講
演
し
た
。

　

峰
崎
さ
ん
は
、
政
権
交
代

は
、
な
ぜ
実
現
し
た
か
、
鳩

山
政
権
と
問
題
点
、
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
の
国
民
判
断
、
予
算

編
成
と
財
源
、
普
天
間
問
題

と
連
立
政
権
、
菅
政
権
と
参

議
院
選
挙
な
ど
、
時
々
官
邸

の
裏
話
を
交
え
て
わ
か
り
や

す
く
解
説
し
た
。

　

第
二
講
で
は
、
道
本
部
の

川
本
書
記
長
が
「
自
治
労
の

政
治
闘
争
と
課
題
」
と
題
し
、

全
国
的
に
も
道
内
的
に
も
組

合
員
減
少
が
続
く
自
治
労
組

　

Ｏ
Ｂ
Ｌ
会
は
、
来
年
１
月

29
日
、
２
０
１
１
年
度
の
定

期
総
会
開
催
を
予
定
し
て
い

る
。

織
の
現
状
、
衆
議
院
選
挙
、

参
議
院
選
挙
は
じ
め
、
来
春

の
統
一
選
挙
な
ど
自
治
労
政

治
闘
争
の
現
状
と
再
構
築
や

こ
の
間
の
、
地
公
三
単
産
統

合
問
題
の
経
過
に
つ
い
て
特

別
報
告
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
道
本
部
・

全
道
庁
本
部
の
役
職
員
も
加

わ
り
、「
現
・
退
」
の
旧
交
を

温
め
た
。

27回目の総会をむかえた退職者会総会には73人が集まった＝
10月21日、自治労会館

生
活
者･

高
齢
者
が

�

安
心
で
き
る
社
会
に

自治体
退職者会総会

上
士
幌
町
職
で
退
職
者
会
結
成

総
会
は
来
年　
１　
　29

道本部調査室時代の峰崎さんを思い出す講
演だった＝10月15日、自治労会館

道
本
部
Ｏ
Ｂ
Ｌ
会
学
習
会

｢

現･

退｣

で
旧
交
温
め
た

学習会と交流会には道本部役職員も参加した

子どもたちもゲームで盛り上がった家族交流会

家族のほかに、同じ職場で働く仲間など84人が参加した
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